
で
計
画
の
再
考
を
求
め
る

「
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
建
設

に
関
す
る
申
入
書
」
を
市

長
に
提
出
す
る
一
点
共
闘

に
発
展
し
ま
し
た
。

　

続
く
９
月
議
会
で
、
維

新
の
市
長
は
、
こ
の
間
噴

出
し
た
批
判
を
か
わ
す
た

め
に
、
建
設
推
進
が
前
提

の
上
で
、
財
政
負
担
が
極

力
か
か
ら
な
い
手
法
を
コ

ン
サ
ル
に
調
査
し
て
も
ら

う
と
し
て
、「
文
化
芸
術

ホ
ー
ル
整
備
事
業
手
法
の

検
討
」
八
百
万
円
を
補
正

予
算
を
組
ん
で
提
案
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
も
、
所
管
の
文
教
常
任

委
員
会
で
は
、可
否
同
数
・

委
員
長
裁
決
に
よ
り
否
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
本
会
議
で
日
本
共

産
党
は
、
文
化
芸
術
ホ
ー

ル
関
連
の
八
百
万
円
や
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
廃
止
・

転
用
の
た
め
の
改
修
費
四

千
万
円
、
不
要
不
急
の
彩

都
開
発
関
連
の
道
路
建
設

事
業
で
あ
る
山
麓
線
整
備

事
業
の
追
加
補
正
約
一
・

六
億
円
（
次
年
度
継
続
費

も
含
め
る
と
約
二
・
九
億

円
）
な
ど
の
削
除
を
求
め

る
組
み
替
え
動
議
を
提
出

し
ま
し
た
。
自
民
党
・
絆

会
派
か
ら
は
、
文
化
芸
術

ホ
ー
ル
関
連
の
八
百
万
円

の
み
の
削
減
を
求
め
る
修

正
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
た
中
、
日
本

共
産
党
は
、
組
み
替
え
動

議
に
賛
成
、
自
民
党
・
絆

提
出
の
修
正
動
議
に
も
賛

成
、
補
正
予
算
原
案
に
反

対
、
の
態
度
を
取
り
ま
し

た
。

　

残
念
な
が
ら
修
正
動
議

は
、
賛
成
12
・
反
対
17
で

否
決
さ
れ
、
原
案
が
通
り

ま
し
た
が
、
原
案
賛
成
の

討
論
を
行
な
っ
た
議
員
も

維
新
以
外
は
、
諸
手
を
挙

げ
て
賛
成
と
い
う
状
況
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

９
月
議
会
後
に
市
当
局

が
行
な
っ
た
文
化
芸
術

ホ
ー
ル
建
設
基
本
構
想
案

に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
実
施
に
つ
い
て
の

議
会
へ
の
説
明
会
で
も
紛

糾
す
る
な
ど
、
引
き
続
き

市
政
を
め
ぐ
る
争
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
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党
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独
断
専
行
・
財
政
規
律

も
無
視
し
て
次
々
と
「
大

規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

の
め
り
込
む
の
が
、
茨
木

の
維
新
市
政
の
特
徴
で

す
。
現
市
民
会
館
閉
鎖
と

阪
急
茨
木
市
駅
東
口
前
・

府
営
住
宅
跡
地
（
現
市
営

駐
輪
場
）
へ
の
文
化
芸
術

ホ
ー
ル
建
設
問
題
も
そ
の

一
つ
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
こ
の

問
題
で
は
、
現
市
民
会
館

に
つ
い
て
は
、
当
面
は
耐

震
改
修
等
に
と
ど
め
、
建

て
替
え
の
た
め
の
積
み
立

て
は
中
止
し
て
、
そ
の
財

源
を
市
民
の
福
祉
施
策
充

実
に
活
用
す
べ
き
こ
と
。

そ
し
て
、
阪
急
東
口
前
・

府
営
住
宅
跡
地
に
つ
い
て

は
、
中
長
期
計
画
と
し
て

は
、
緑
地
、
防
災
空
間
と

し
て
整
備
し
、
一
部
は
市

民
や
商
業
者
も
利
用
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
し
て

整
備
す
べ
き
で
あ
る
こ

と
、を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
議
会
で
は
、
維
新

を
除
く
す
べ
て
の
会
派
の

議
員
か
ら
疑
問
視
す
る
質

問
が
相
次
ぎ
、
維
新
以
外

の
全
会
派
＋
３
議
員
共
同

　

子
ど
も
子
育
て
新
制
度
の
施

行
に
伴
っ
て
、
茨
木
市
に
お
い

て
も
来
年
４
月
か
ら
の
保
育
子

育
て
に
関
す
る
条
例
の
制
定
や

改
正
が
９
月
議
会
に
上
程
さ
れ

ま
し
た
。
議
案
は
、
保
育
施
設

等
の
設
備
や
運
営
に
関
す
る
基

準
、
利
用
者
負
担
、
学
童
保
育

の
設
備
や
運
営
に
関
す
る
基
準

な
ど
７
議
案
に
も
及
び
ま
し
た
。

　

今
回
条
例
化
す
る
保
育
や
学

童
保
育
の
基
準
は
、
市
町
村
の

裁
量
で
質
が
大
き
く
変
わ
る
こ

と
か
ら
、
日
本
共
産
党
市
議
団

は
、
一
つ
一
つ
の
議
案
に
つ
い

て
精
査
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

保
育
所
１
歳
児
の
職
員
配
置
で

は
国
基
準
を
上
回
り
こ
れ
ま
で

の
茨
木
市
の
基
準
で
の
保
育
を

続
け
る
こ
と
や
、
小
規
模
保
育

や
家
庭
的
保
育
で
保
育
士
配
置

を
最
低
１
名
は
義
務
付
け
る
な

ど
の
積
極
面
は
評
価
し
つ
つ
も
、

提
案
さ
れ
て
い
る
条
例
を
よ
り

良
い
も
の
に
し
よ
う
と
、
条
例

の
修
正
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

今
議
会
に
は
保
育
運
動
連
絡

会
や
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
か

ら
、
よ
り
良
い
条
例
制
定
を
望

む
請
願
が
提
出
さ
れ
請
願
賛
成

子
ど
も
子
育
て
新
制
度
・
よ
り
良
い
制
度
に
す
る
た
め
積
極
的
提
案
を
行
う

討
論
を
行
い
、
新
制
度
に
お
い

て
保
育
実
施
責
任
が
あ
る
こ
と

を
明
記
さ
せ
た
保
育
運
動
の
役

割
を
述
べ
、
積
極
的
に
市
民
の

願
い
に
応
え
る
べ
き
で
あ
る
こ

と
を
訴
え
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
引
き
続
き
次
世
代

育
成
計
画
の
改
訂
に
向
け
た
作

業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
育
成
支
援
会
議
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
運
動
団
体
の
み

な
さ
ん
と
も
協
力
し
市
民
ニ
ー

ズ
に
合
う
計
画
と
な
る
よ
う
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

９
月
議
会
で
は
、
市
内
６
カ
所

の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
と

他
施
設
へ
の
転
用
（
施
設
利
用
の

有
料
化
、
東
コ
ミ
セ
ン
含
め
た
お

風
呂
と
送
迎
バ
ス
の
廃
止
）、
敬

老
祝
金
の
対
象
年
齢
の
更
な
る
縮

小
と
い
う
高
齢
者
施
策
の
壊
滅
的

な
後
退
を
提
案
し
、
自
公
民
維
他

の
議
員
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
老
人

福
祉
法
を
根
拠
と
す
る
老
人
福
祉

施
設
で
あ
り
、
利
用
料
金
は
原
則

無
料
と
さ
れ
、
府
内
で
も
ほ
と
ん

ど
の
自
治
体
が
運
営
し
て
い
る
も

の
で
す
。
60
歳
以
上
の
高
齢
者
な

ら
経
済
的
・
身
体
的
状
況
に
か
か

わ
り
な
く
、
誰
で
も
気
軽
に
利
用

で
き
る
施
設
と
し
て
、
茨
木
市
で

も
年
間
の
べ
17
万
人
が
利
用
す
る

な
ど
、
市
民
に
定
着
し
、
愛
さ
れ

て
き
た
施
設
で
す
。
今
回
の
改
悪

に
よ
り
、
施
設
の
有
料
化
で
は
低

所
得
高
齢
者
に
と
っ
て
利
用
の
抑

制
に
つ
な
が
る
の
は
必
至
で
す
。

ま
た
、
お
風
呂
は
市
内
高
齢
者
の

健
康
維
持
の
大
き
な
役
割
を
持
っ

て
お
り
、
廃
止
は
老
人
福
祉
法
の

精
神
に
違
反
す
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。
送
迎
バ
ス
の
廃
止
も
同
様

で
す
。

　

敬
老
祝
金
の
対
象
年
齢
は
、
百

歳
の
み
と
最
長
寿
者
２
名
だ
け

（
現
対
象
者
52
人
）
と
な
り
、
事
実

老
人
福
祉
法
の
精
神
に
反
す
る
高
齢
者
施
策
の
後
退
は
や
め
よ

上
の
廃
止
で
す
。　

茨
木
市
の
高

齢
者
の
た
め
の
予
算
は
北
摂
の
７

市
の
中
で
も
最
下
位
で
す
。
北
摂

平
均
並
み
の
予
算
を
高
齢
者
福
祉

に
配
分
す
る
だ
け
で
、
現
制
度
を

維
持
し
つ
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

等
の
実
現
も
可
能
で
す
。

　

市
民
か
ら
も
９
月
議
会
に
は
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
存
続
な
ど

高
齢
者
施
策
の
充
実
を
求
め
る
請

願
が
五
千
八
百
六
十
筆
の
署
名
と

と
も
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
は
請
願
の
採
択
を
主
張
し

９月
定例

市 議
会９月

定例

市 議
会９月

定例

市 議
会

引き続き争点に！～文教委では補正予算否決
「文化芸術ホール建設問題」が

ま
し
た
が
、
自
公

民
維
他
の
議
員
の

反
対
で
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。
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のお知らせ定例市政法律相談
毎月第一、第三金曜日開催

あるいは、党市会議員に直接ご連絡を
党議員団控室　　  ６２１－８５３４

※ 専門の弁護士のアドバイスを受けながら種々相談に
　 応じます。必ず事前にご予約下さい。

下
水
道
特
別
会
計
の

　

「
公
営
企
業
会
計
化
」や
め
よ
！

　

９
月
議
会
で
は
、
下
水
道
特
別
会
計
の
公
営
企

業
会
計
化
の
条
例
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
変

更
が
実
施
さ
れ
る
と
、
下
水
道
事
業
は
「
独
立
採

算
性
」
に
な
り
、
下
水
道
使
用
料
が
高
く
な
り
す

ぎ
な
い
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
る
一
般
会
計
か
ら

の
財
政
的
支
援
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
答
弁
で

は
、
７
・
３
億
円
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が

将
来
的
に
は
な
く
な
り
、
下
水
道
使
用
料
の
値
上

げ
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。
し
か

し
、
下
水
道
会
計
は
何
ら
財
政
的
に
ひ
っ
迫
し
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

二
○
一
三
年
度
は
当
初
予
定
よ
り
３
億
円
も
ゆ
と

り
が
で
き
、
そ
の
財
源
で
値
下
げ
も
可
能
で
あ
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
新
た
な
市
民
負
担
増
を
押
し

付
け
る
公
営
企
業
会
計
化
は
や
め
よ
と
主
張
し
ま

し
た
が
、
維
新
と
旧
「
オ
ー
ル
与
党
」
勢
力
は
一

考
だ
に
せ
ず
賛
成
多
数
で
強
行
し
ま
し
た
。

地
区
別
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
と
土
砂
災
害
対
策
箇
所
整
備
を
急
げ

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
中
学
卒
業
ま
で
の
拡
充
を

市
内
業
者
に
行
き
渡
る
商
工
業
施
策
を

　

８
月
の
台
風
・
豪
雨
災
害
を
受
け
て
、
警
戒
区
域
等
の
基
礎
調
査
の
実
施
、
防
災
の
要
と

な
る
地
区
別
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
と
要
対
策
箇
所
の
整
備
、
そ
の
た
め
の
財
政
出
動
や
人

員
増
を
求
め
ま
し
た
。
市
は
、「
基
礎
調
査
は
府
が
二
〇
一
六
年
度
完
了
を
目
標
と
し
て
実

施
し
て
い
る
、
マ
ッ
プ
策
定
は
ま
だ
一
地
区
、
市
内
要
対
策
箇
所
の
整
備
率
は
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
は
27
％
、
土
石
流
対
策
は
37
％
」
と
答
弁
し
、「
早
急
の
整
備
を
国
、
府
に
要
望
し

て
い
き
た
い
」「（
人
員
増
は
）

財
政
厳
し
い
中
だ
が
で
き
る

だ
け
考
え
て
い
き
た
い
」
と

答
え
ま
し
た
。

　

大
阪
府
が
乳
幼
児
医
療
助
成
制
度
の
対
象
年
齢
引
き
上
げ
を
検
討
し
て
い
る
中
、
府
の
引

き
上
げ
実
現
に
あ
わ
せ
て
、
茨
木
市
で
も
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
対
象
年
齢
を
小
学
校
卒
業
か
ら

中
学
校
卒
業
ま
で
引
き
上
げ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
市
は
「
府
が
引
き
上
げ
を
実
施
す
れ
ば

財
源
に
余
裕
が
で
き
る
。
７
５
０
０
万
円
の
財
源
が
あ
れ
ば
市
と
し
て
中
学
校
卒
業
ま
で
拡

充
は
可
能
」
と
し
な
が
ら
も
、

「
府
の
見
直
し
の
動
き
を
十
分

見
き
わ
め
て
市
と
し
て
の
方
向

を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
の
答

弁
で
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
６
月
に
国
会
で
制
定
さ
れ
た
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
を
市
の
商
工
業
施

策
に
活
か
す
た
め
、
８
月
に
議
員
団
で
視
察
に
行
っ
た
高
崎
市
の
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、

商
店
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。
事
業
者
対
象
に
行
っ
た
総
合
計
画
に

お
け
る
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
数
が
２
％
と
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
内
業

者
の
思
い
と
合
う
施
策
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
浴
場
廃
止
に
つ
い
て
地
元
の
声
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９月市議会でも維新政治許さず、市民の声が生きる市政へと全力

引き続き、皆さんとともに
　　　　　　草の根からがんばります
引き続き、皆さんとともに
　　　　　　草の根からがんばります
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　2013年度の一般会計決算にお
いて、実質収支は、12年度を上
回る9.5億円の黒字となりまし
た。しかし、年度末補正による当
初予定していなかった道路等用地
費の取得・買戻しで3.4億円、財
政調整基金の積み増しで4.1億
円、過度な事業債発行の抑制で
11億円、を含めると実質的には
28億円の黒字でした。また、歳

入面全体で見ても、標準財政規模
は着実に増額となっており、いく
つかの懸念材料はあったとして
も、過度に財政の「厳しさ」を言
い立てる市の主張は不適切である
ことが、決算審査を通じて浮き彫
りになりました。
　ところが、2013年度において
も、特定疾患（難病）福祉金廃
止、重度障害者・ひとり親家庭入

院時市単独助成廃止、小中学校備
品購入費・修繕費・小学校介助員
配置の削減などの市民サービス切
捨てを強行し、老人クラブもこの
間の補助金削減の影響もあり、ク
ラブ数は削減前の163クラブか
ら141クラブにまで減っていま
す。
　維新市政による、大規模プロジ
ェクトの財源を確保するための極

端な市民犠牲・黒字隠しの財政運
営が進められた結果、市民一人当
たりの民生費は北摂７市中６位
（老人福祉費は７位）にまで落ち
込んでいます。教育費も総じて減
少傾向です。
　日本共産党市議団は、大規模プ
ロジェクト優先でなく、暮らし・
教育・身近な街づくり重視の市政
を改めて求めました。

一般会計決算審査―維新市政のもと、市民犠牲と黒字隠しで実質28億円の黒字
　　　　　　　　　　　　　　　大規模プロジェクト優先でなく、市民要求実現のため活用せよ


